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芥川龍之介 



「活動写真 ならば まだ ゆいが、 メ リイ • ゴォ. ラウ ン 

ドと 来て いるんだ。 おまけに 二人とも 木馬の 上へ、 

またが 

ちゃんと 跨 つてい たんだ からな。 今 考えても 

ばかば か ほつ * き 

莫迦 莫迦し い 次第 さ。 しかし それ も 僕の 発議 じ やない。 

あんまり 和 田が 乗りた がるから、 おつき 合いに ちょい 

と 乗って 見たん だ。 —— だが あいつ は 楽 じ やない ぜ。 

のぐ ち い 

野 口の ような 胃弱 は 乗らない が 好い ご 

「子供 じゃある まいし。 木馬に なん ぞ 乗る やつが ある 

もんか？」 

スン ホア 

野 口と いう 大学教授 は、 青黒い 松 花を頰 張った なり、 

さげす むとんじゃく 

蔑む ような 笑い 方 をした。 が、 藤 井 は 無頓着に、 時々 



とくとく 

和 田へ 目をやって は、 得々 と 話 を 続けて 行った。 

「和 田の 乗った の は 白い 木馬、 僕の 乗った の は 赤い 木 

馬なん だが、 楽隊と 一 しょに まわり 出された 時には、 

どうなる 事 かと 思った ね。 尻 は 躍る し、 目 はま わるし 

振り落されない だけが 見つけ ものなん だ。 が、 その 中 

らんかん そと 

でも 目につい たの は、 欄干の 外の 見物の 間に、 芸者ら 

まじ うる 

しい 女が 交って いる。 色の 蒼白い、 目の 沾ん だ、 どこ 

か 妙な 憂鬱な、 —— -」 

「それだけ わかって いれば 大丈夫 だ。 目が まわった も 

怪しい もんだ ぜご 

飯 沼 はもう 一 窆ロを 挟んだ。 



「だから その 中で もといつ ている じ やない か？ 髪 は 

いちょう がえ しま さらさ 

勿論 銀杏 返し、 なり は 薄 青い 縞の セルに、 何 か 更紗の 

かリ ゆうしょうせ つ さしえ 

帯 だ つ た かと 思う、 とにかく 花柳 小説 の 挿絵の ような、 

楚々 たる 女が 立って いるんだ。 すると その 女が、 —— 

どうしたと 思う？ 僕の 顔 を ちらりと 見るな り、 正に 

えんぜんい つしょう ま 

嫣 然と 一笑し たんだ。 おやと 思った が 間に合わない。 

こっち は 木馬に 乗って いるんだ から、 たちまち 女の 前 

は 通りす ぎて しまう。 誰だった かなと 思う 時には、 も 

うわが 赤い 木馬の 前へ、 楽隊の 連中が 現れて いる。 I 

I」 

我々 は 皆 笑い出した。 



社の 技師 長だった。 

じょうだん 

「 冗談 いっち やい けない。 哲学 は 哲学、 人生 は 人生 さ。 

—— 所が そんな 事 を 考えて いる 内に、 三度 目に なった 

と 思い 給え。 その 時 ふと 気がついて 見る と、 —— これ 

に は 僕 も 驚いた ね。 あの 女が 笑顔 を 見せて いたの は、 

まかない せいば つ 

残念ながら 僕に じ やない。 賄 征伐の 大将、 リヴ イン 

グス トンの 崇拝 家、 ETC. ETC. ドク タァ和 田 長 平 

にだつ たんだ ご 

「しかし まあ 哲学 通りに、 飛び下りなかった だけ 仕 合 

せだった よご 

あいかわらず 

無口な 野 口 も 冗談 をい つた。 しかし 藤 井 は 相 不変 話 



を 続ける のに 熱中して いた。 

「和 田の やつ も 女の 前へ 来る と、 きっと 嬉しそうに 

おじ ギ J 

御 時宜 をして いる。 それが またこう 及び腰に、 白い 木 

また 力 

馬に 跨った まま、 ネクタイ だけ 前へ ぶらさげ てね。 

—— 」 

「噓 をつ け ご 

和 田 もとうと う 沈黙 を 破った。 彼 はさつ きから 苦笑 

ラ才チ ュ 

をして は、 老酒ば かり ひっかけて いたので ある。 

「何、 噓 なん ぞ つくもん か。 —— が、 その 時 はま だか 

いんだ。 いよいよ メリ ィ • ゴォ • ラウンド を 出た とな 

ると、 和 田 は 僕 も 忘れた ように、 女とば かり しゃべつ 



ている じ やない か？ 女 も 先生 先生と いっている。 埋 

まらない 役 まわり は 僕 一 人 さ。 —— J 

「なるほど、 これ は 珍談 だな。 —— おい、 君、 こうな 

れ ばもう 今夜の 会費 は、 そっくり 君に 持って 貰う ぜご 

飯 沼 は 大き い 魚翅の 鉢へ、 銀 の 匙 を 突き こみながら、 

隣に いる 和 田 をふリ 返った。 

「莫迦な。 あの 女 は 友 だち の 囲い ものなん だ ご 

りょうひじ 

和 田 は 両肘 を つ いたま ま、 ぶっきらぼう にいい 放つ 

た。 彼の 顔 は 見渡した 所、 一 座の 誰よりも 日に 焼けて 

いる。 目鼻立ち も 甚だ 都会 じみて いない。 その上 

五分刈りに 刈り こんだ 頭 は、 ほとんど 岩石の ように 丈 



ちくのうしょう 

便宜 を 図って やった だけなん だ。 蓄膿症 か 何 かの 手 

術だった が、 —— 」 

ラオ チ ュ 

和 田 は 老酒 をぐ いと やつてから、 妙に 考え深い 目つ 

きになった。 

「しかし あの 女 は 面白い やつ だ ご 

「惚れた かね？」 

木 村 は 静かに ひやかした。 

「それ は あるいは 惚れた かも 知れない。 あるいは また 

ちっとも 惚れなかった かも 知れない。 が、 そんな 事よ 

り も 話した いのは、 あの 女と 若槻 との 関係なん だ。 I 

I」 



きのう 

り をして いる。 昨日 も 妙な 着物 を 着て いるから、 それ 

き チャン パ 

は 何 だね と 訊いて 見る と、 占 城 〔# ルビの 「チャンパ」 は 

底本で は 「チャンバ 匕 と いう 物 だと 答える じ やない か？ 

僕の 友 だち 多し といえ ども、 占 城 なぞと いう 着物 を 着 

ている もの は、 若槻を 除いて は 一 人 も あるまい。 —— - 

まず あの 男の 暮 しぶりと いえば、 万事こう い つた 調子 

なんだ。 

「僕 は その 日 膳 を 前に、 若槻と 献酬 を 重ねながら、 小 

えんとの いきさつ を 聞かされ たんだ。 小えん に は ほか 

に 男が ある。 それ はま あ 格別 驚かず とも 好い。 が、 そ 

の 相手 は 何かと 思えば、 浪花節 語り の 下っ端 なんだ そ 



ばかり を 見ようと はしない。 小えん はや は リ若槻 との 

間に、 ギャップの ある 事 を 知ってい たんだ。 

「しかし 僕 も 小えん のために、 浪花節 語りと 出来た 事 

を 祝福し ようと は 思って いない。 幸福になる か 不幸に 

なる か、 それ は どちらと もい われないだろう。 —— が 

もし 不幸になる とすれば、 呪わるべき もの は 男 じ やな 

つうじん わか つきせ いが い 

い。 小えん を そこに 至らし めた、 通人 若 槻青蓋 だと 思 

う。 若槻は —— いや、 当世の 通人 はいずれ も 個人と し 

て 考えれば、 愛すべき 人間に 相違 あるまい。 彼等 は 

ばしょ， つ 

芭蕉 を 理解して いる。 レオ. トルストイ を 理解して い 

る。 池 大雅を 理解して いる。 武者 小路 実 篤 を 理解して 



いる。 力 アル • マルクス を 理解して いる。 しかし それ 

が 何に な るんだ？ 彼等 は 猛烈な 恋愛 を 知らない。 猛 

烈な 創造の 歓喜 を 知らない。 猛烈な 道徳的 情熱 を 知ら 

ない。 猛烈な、 —— およそ この 地球 を 荘厳に すべき、 

猛烈な 何物 も 知らずに いるんだ。 そこに 彼等の 致ぎ 傷 

も あれば、 彼等の 害毒 も 潜んで いると 思う。 害毒の 一 

つ は 能動的に、 他人 を も 通人に 変ら せて しまう。 害毒 

の 二つ は 反動的に、 ，. 一 層 他人 を 俗にす る 事 だ。 小えん 

の 如き は その 例 じ やない か？ 昔から 喉の 渴 いている 

ど ろ みず 

もの は、 泥水で も 飲む とき まっている。 小えん も若槻 

に 囲われて いなければ、 浪花節 語りと は 出来なかった 



力ち 知. W な レ 

「もし また 幸福になる とすれば、 —— いや、 あるいは 

若槻の 代りに、 浪花節 語り を 得た 事 だけで も、 幸福 は 

確に 幸福だろう。 さっき 藤 井が いった じ やない か？ 

我々 は 皆 同じように、 実生活の 木馬に 乗せられ ている 

から、 時た ま 『幸福』 にめ ぐリ 遇っても、 摑 まえない 

内に すれ違って しまう。 もし 『幸福』 を摑 まえる 気な 

ひとお も よ 

らば、 一思いに 木馬 を 飛び下り るが 好い。 —— いわば 

小えん も 一 思いに、 実生活の 木馬 を 飛び下り たんだ。 

この 猛烈な 歓喜 や 苦痛 は、 若槻 如き 通人の 知る 所 じ や 

ない。 僕 は 人生の 随値を 思う と、 百の 若 槻には 唾 を 吐 



いても、 一 の 小えん を 尊びた いんだ。 

「君た ち はそう 思わない か？」 

和 田 は 酔眼 を 輝かせながら、 声の ない 一 座 を 見 まわ 

テ エブル 

した。 が、 藤 井 はいつ のまに か、 円卓に 首 を 垂らした 

なり、 気楽そう に ぐっすり 眠 こんでいた。 

(大正 十 一 年 六月) 
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